
最
圃
唱
ミ
年
九
月
盲
目
、
組
側
麿
民側
R
M
V

辻
村
岡
昭
右

一
軍
司
章
治
の
こ
と
に
眠
き
町
噂
を
な
L
・
虫
泊
は
日

一
首

g
。

一

な
っ
た
。

晶
門
尉

U
・米十日乳
年
二
且
盲
目
、
加
州
随
限
長
平
賀

一
墜
に
死
ん
だ
が
、
加
古
は
閥
均
市
郎
兵
衛
に
飼
商
と

一

カ
ゴ
ノ
ミ
ヤ

加
護
宮

時
洲
出
前
方
の
技
村
石
一

カ
ゴ
ヤ

盟国屋

l
ト
ウ
ナ
イ
霞
内
。

永
H
年
七
月
白
な
と
k
切
る
。

一
な
っ
て
切
阪
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
吉
川
閣
は
附
山
内
腕
に
仮
に
あ
っ
た
。
抽
出
積
誌
に
‘『
白
坂
の
簡
に
加
施
の
谷

一

カ
ザ
ア
ナ

風
穴

石
川
出
金
閉
鎖
の
山
館
に
、

カ
ザ
さ
ツ

景
光

加
到
町
刀
工
。
古
刀
剣
に
在
預
け
ら
れ
た
が
、
後

に

舵

必

せ

ら

れ

た

。

と

去

防

あ

り

て

、
加
必
符
と
て
弘
法
大
附
白
山
航
製

一
径
一
米
泊
の
穴
が
一
一
，
所
あ
っ
て
、
前
に
民
を
附
し

つ
て
は
加
州
佐
知
、
光
脱
出
円
二
年
文
は
苅
光
と
切
る
の

カ
コ
キ
ヨ
カ
ド

賀
古
清
厳

泌
廊
八
郎
太
夫

・

キ
ー
抑
止
川
あ
り
し
枇
あ
b
。
白
木
校
。
、
利
さ
び
た
る

一
て
ゐ
る
。

ω民
は
之
荷
風
穴
と
冊
制
す
る
。

が
あ
っ
て
、
興
対
の
門
人
と
い
は
れ
、
悶
ご
代
は
加
制
存
郎
。
一
大
川
一
九
年
新
知
凶
行
や
長
け
、
組
外
で
御
託
お
な
り
O
L
と
が4
す
み
。

一

カ
サ
イ

火

災

マ

カ
ジ
火
出
。

州
住
隊
問
山
日
光
明
λ

い
は
さ
刊
と
切
旬
、
限
永
一
凶
。
同
一
一
一

一
近
間
番
に
任
じ
、
W
M
政一

一年
一
火
山
安
の
四
一
白
石
ゃ
ん
竺

カ
ゴ
ノ
ワ
主
シ

箆
の
渡

白

山

犯
に、
『
大
川
上

一

カ
サ
イ
ケ
ガ
ハ
ラ
釜
池
ヶ
原

河
北
川
刷
物
ザ
郷

代
は
民
活
と
切
り
、
牒
正
頃
。
同
四
代
は
P
M
光
と
切

一
ぎ
、
前
川
出
町
内
叫
御
池
守
・御
前
山
地
方
御
附
・定
議
御
番

一
以
-一大
純
-
附
山
附
州
制
一-付
之
↓川附
-一吋
輔
副
阻
-
来
人
抽
出
ν
之。

一
に
凪
す
ろ
郎
格
。

ω内
に
鮫
野
副
散
が
あ
る
。
鯨
平

り
‘
永
正
切
と
せ
ら
れ
る
。
文
新
万
期
で
は
加
州

一
…m
-組
外
御
番
制
に
M
m
任
し
、
文
政
元
年
四
月
間
世
し

一h
田
昌一
砧
総
波
4

』
と
あ
り
、
宗
抵
の
申
引
所
方
向
抄
に
は

一
鈍
袋
記
に
労
野
と
あ
る
の
は
こ
の
村
で
あ
ら
う
o
加

石
川
淵
制
谷
村
住
奴
光
と
切
り
、
斑
文
切
と
思
は
れ

一
た
。
前
服
宰
は
伯
郎
、
川
刷
所
鈴
削
と
い
ひ
、
伊
際
限

一
『
山
山
の
神
山
は
白
山
の
巾
日
に
有
之
。』
と
あ
る
。
父
加

一
越
能
抽
出
跡
絡
に
、
『
仕
川
地
長
舗
の
内
に
寺
箆
蜘
酬
と
て

る
o

一
の
門
人
で
、
判
魁
朴
に
し
て
仰
ら
ず
‘
そ
の
尽
考
τγ

一
賀
市
跡
考
に
も
、
『
抑
制
の
渡
は
、
白
山
の
制
定
道
に

一
有
O

古
へ
述
如
上
人
間
被
巾
候
由
。
』
と
あ
る
。

の
宗
祇
志
川
守
し
た
。
尚
も
亦
終
身
…
股
し
な
か
っ
た

一
て
、
古
川
巾
宮
村
よ
り
地
添
村
の
方
へ
行
く
に
・
白

一

カ
サ
イ
チ
マ
チ
笠
市
町

金
仰
の
町
名
o
則
川

が
、
そ
の
作
る
腕
五
回
叩
に
し
て
、
伎
な
る
も
の
は
な

一
山
川
そ
越
ゆ
る
渡
し
お
な
り
o次世河
内
大
間
の
献
に
、
一
的
丸
で
、
川
人
制
川
魚
市
と
呼
び
、
今
は
伸
阜
市
川
と

か
っ
た
。
加
越
能
三
州
古
城
考
の
訟
が
あ
る
。

守
い
た
づ
ら
に
や
す
〈
溢
ぎ
き
ぬ
山
伏
の
抑
制
の
渡
り
も

一
い
ふ
。
閉
山
政
の
頃
市
巾
及
び
郡
方
の
女
子
の
縫
立
て

カ
コ
キ
ヨ
モ
ト

賀
吉
田川元

逝
都
左
太
夫
。
前

一
あ
れ
ば
あ
る
な
り
o
さ
れ
ば
告
は
か
〈
危
き
組
に
采

一
た
官
銃
新
引
入
れ
て
諸
附
に
綴
出
す
る
宇
一
栄
と
す
る

悶
利
泊
に
仕

へ
て
新
知-一
一
百
石
和
受
け
、
御
大
小
将

一
・り
て
畑
山
世
っ
た
ひ
越
え
た
り
し
に
、

一
の
焔

・
手
杵

一
も
の
が
多
か
っ
た
。
所
前
加
賀
笠
の
取
引
巾
心
で
あ

に
班
し
、
御
右
即
位
と
な
り
、
笹
川
二
年
御
潟
怨
に
防
止
情
な
ど
い
へ
ろ
柿
二
ケ
所
荷
裂
け
ら
れ
し
紋
に
、
自

一
っ
た
の
で
あ
る
。

h
、
寛
文
四
年
八
十
四
山
凶宇一
円相
て
授
。
子
孫
制
織
い

“
山
の
都
定
す
る
人
々
も
・
一午
地
秒
一行
〈
心
地
し
て
い

一

カ
サ
グ
リ
バ
ナ
笠
菜
鼻

血
島
梢
能
資
昂
な
る

で
滞
に
仕
へ
た
o

，
と
安
〈
渡
る
も
、
界
中
の
同
恩
と
い
ひ
つ
べ

L
O』
と
一
凶
の
郎
治
他
方
な
る
笠
耐
と
柑
到
し
、
間
島
入
江
を

カ
コ
キ
ヨ
ヤ
ス

賀
古
清

安

迦

椋
政
三
郎

入
計
い
て
阿
る

o
mの
渡
で
は
内
々
殺
っ

て
命
売
出
m
す

一
一
蝕
す
る
。

部
太
夫
・勝
右
衛
門
・市
左
衛
門
。
発
父
抗
兵
衛
の
む

J
中川
が
あ
っ
た
か
ら
、
一川
和
巾
前
川
利
市
が
長
時
川
世
架

一

カ
サ
ザ
キ

加
佐
時

江
泊
泌
僑
放
の
商
北
な
る

知
百
抗
十
石
そ
製
ぎ
、
向H
M
m
四
年
表
小
料
開
制
円
と
し
せ
し
め
た
と
の
こ
と
は
、
花
子
有
裂
の
白
山
史
に
も

一
仮
角
で
あ
品
。
加
佐
，
岬
と
も
い
ふ
。

て
百
石
や
や加
へ
、
次
第
に
昇
前
し
て
組
削
怖
に
十hh
b
、
一
見
オ
む
o

一

カ
ザ
シ

笠

師

出
向
榔
役
附
保
に
関
す
る
郎
町
問
。

}
究
明
六
年
百
五
十
布
青
附
し
、
判
州
政
二
年
限
附
し
て

カ
コ
プ
ン
カ

賀
古
支
架

金
剛
仰
の
制
人
。
も
と

一
能
出品W
U
門
跡
芯
に
、
『
二
一
胎
氏
の
J
i
村
役
あ
り
。
懐
旧
・

幽

山

と

鋭

し

た

。

務

士

で

あ

っ

た

。

れ

は

前

川

、
小
品
交
川
市
に
尽
び
、

一
説
見
と
い
ふ
引
姓
あ
り
。
大
即
位
寺
と
い
ふ
翻
寺
あ

カ
コ
ナ
カ
ン
チ
ロ
ン

賀
閣
官
地
論

i
カ
y
チ
批
判
丸
合
六
代
札
町
民
府
し
、
明
治

H
七
年
J
1
月
十
三
日

一
ー
り
。
御
牧
納
HH
あ
b
o
w忽
比
古
制
枇
北
給
」
。』

ロ

y
w
u
地
論
。

抗
十
71
v阿
世
-U
て
閉
山
し
た
o

と
あ
る
。

カ
コ
ノ
プ
ト
モ

賀
古
宣
知

泊
桝
八
太
夫
。
左

カ
コ
マ
h
F
目
。

貿
古
又
六

大
明
等
裕
士
。
初

太
夫
前
元
の
子
。
前
川
制
作
山
に
仕
へ
て
町
永
十
九
年

一
行
ほ
之
加
。
元
政
九
年
七
月
十
凶
日
一S
之
引
は
、
小

百
五
十
石
宇
一
領

L
、
後
四
百
石
に
ヤ
一っ
た
o
御
右
銃
-

J

有
機
内
が
そ
の
父
叉
六
に
無
範
な
る
や
一
怒
り
て
之
世

宇
一
勤
め
、
間
治
二
年
御
山
内
粗
削
に
斑
し
、
一光
政
凶
作

一
手
討
に
し
た
o
後
に
氏
永
元
年
八
月
什
九
日
、
出州市

裂

し

た

。

前

川

利

直

に

随

う

て

能

巾

古

川

州

地

位

の

制

限

そ

)

辿

っ

た

カ
ゴ
ノ
ミ
ヤ

時
‘
市
慌
の
料
品
に
椛
脳
死
去
し、

そ
の
家
は
断
絶
と

最
守

カ
ゲ
モ
リ

永
正
頃
。

カ
ゲ
ヤ
マ
ゼ
ン
ベ
エ

沼
山
菩
兵
衛
加
賀
滞
初

の
御
大
工
で
、
六
十
依
五
人
扶
持
そ
賜
は
っ
た
。

カ
ゲ
ユ
マ
チ
勧
解
由
町

金
探
の
沼
町
名
。
勘

僻
剛
殿
町
と
も
抑
制
し
、
浅
野
川
小
慌
の
爪
に
森
川
勘

僻
闘
な
る
人
が
即
位
し
て
研
た
故
に
町
名
に
呼
ん
だ

と
い
ふ
。
明
治
四
年
四
月
比
の
町
名
を
版
し
、
岩
狭

間
に
邸
せ
し
め
た
。

カ
ゲ
ヨ
シ

景
吉

加
賀
の
万
工
。
古
刀
剣
で
は

向
日
吉
と
切
旬
、
臨
永
頃
。
新
万
矧
で
は
加
州
佐
n
M
2
ロ

と
切
旬
、
寛
永
頃
と
せ
ら
れ
る
。

カ
ゲ
ン
ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ヒ
ョ
ウ
加
減
代
乗一
除

表

一

加
0

.
石
黒
信
闘
の
誌
で
、
封
撤
設
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
本
邦
射
鍛
の
こ
と
そ
研
究
し
た

も
の
に
安
局
直
回

・
合
旧
安
明
が
あ
る
が
、
信
闘
の

は
み
中
山
〈
そ
れ
と
趣
を
具
に
し
て
ゐ
る
。

カ

ゴ

加

護
珠
洲
郡
春
日
野
の
内
の
小
手
。

ガ

コ

牙

湖

J
キ
パ
ガ
タ
木
場
向
。

カ
コ
ウ
可
牽

i
ネ
ザ
カ
コ
ウ
脱
出
可
撃
。

カ
コ
キ
ハ
チ
ロ
ウ
加
古
事
八
部

品
開
千
石
。
寛

文
二
年
一出
入
水
越
器
兵
衛
と
、
河
地
九
右
衛
門
作
三

加
賀
の
万
工
o
m
M
守
と
切
る
。

カ
ケ
ー
ー
カ
サ

加
子
宮

ー

カ

ホ

ウ

ノ

ミ

ヤ

加l

カ
サ
シ
ガ
ハ

笠
師
川

山
品
川
附
設
附
領
地
制
谷

内
よ
り
前
川
で
、
同
加
の
お
に
入
る
。
統
制
四
粁
除
。

カ
サ
シ
シ
ン
笠
師
新

郎
ぬ
泌
笠
帥
保
に
崩
す

る畑山山柄。

カ
サ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ
盆
師
紳
祉

珠
洲
仰
上
ハ
郎

世
間
名
)
に
銀
座
L
.
明
治
四
十
年
日
，
本
榊
駐
と
改
め

ー昌司，、


